
愛媛県立宇和島南中等教育学校（後期課程用）

冬季休業日(12/19～1/7)

7

　様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社会に参画しようと
するとともに、自分や家庭、地域の生活の向上を
図るために実践しようとしている。

評　　価　　方　　法

第７章　衣生活をつくる

1

2

第９章　経済生活を営む

第８章　住生活をつくる

○

3

○

冬
季

人生すごろく

10

夏
　
季

３　住生活の文化　　　４　持続可能な住生活

二
　
　
学
　
　
期

第１０章　持続可能な生活を営む

１　超高齢・大衆長寿社会を迎えて

１　食料生産と食料問題　　２　持続可能な食生活

調理実習２

◎

学
年

１　人生をつくる　　２　家族・家庭をみつめる

３　これからの家庭生活と社会

◎

○

２　食事と栄養・食品

○

家庭基礎

出版社名

第２章　人生をつくる

第３章　子どもと共に育つ

○

共通

○

○

東京書籍

◎

科
目

１　食生活の課題について考える

類
型

◎

内　　容

○

◎

中間考査（5/19～5/22）

授業の概要・学習の到達目標・評価の観点等

単
位
数

単　　元

2

授　業　の　概　要

評価の観点

主思

単位

　家庭基礎では、生活面での知識や技術を身に
付けて「自立」し、異なる世代の人々と［共生」す
る意識を持ち、自分らしい「生活」を創造していく
力を養います。
　また「ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」
を通して、家庭や地域の生活課題を主体的に解
決できる力を養います。

◎

○

令和８年度
シ　　　　ラ　　　　バ　　　　ス

◎

知

４ 年教
科

学
期

月

教科書名 家庭基礎　自立・共生・創造

家庭

オリエンテーション　　　１　生涯の発達課題　　　２　青年期の課題

３　目標を持って生きる

指　　導　　計　　画

○

○

○

学　習　の　到　達　目　標

◎

○

○

◎

○

◎

○

○

◎

◎

○

２　身体の発達と心の発達

１　命を育む　　

期末考査（6/26～7/2）

◎

第４章　超高齢社会を共に生きる

◎

◎

３　子どもと関わる　　４　これからの保育環境

３　これからの超高齢社会

○

○

○

◎

◎ ○

◎

一

学

期

三

学

期

○

４　生涯の経済生活を見通す　５　これからの経済生活

５　調理の基礎

７　これからの食生活

第６章　食生活をつくる

○１　消費生活と意思決定　　２購入・支払いのルールと方法

３　消費者の権利と責任　　

○

○

○

○ ◎

◎

◎ ○

◎

◎

１　生活設計をする

２　これからの社会を創造する ◎

◎

◎

◎

○

　学習の状況は、「知識・技能」、「思考・判断・表
現」、「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観
点で評価します。具体的には、おもに、「授業（実
習）態度・取り組み方」、「定期考査」、「提出物（レ
ポートやノート、作品、ホームプロジェクト）」によ
り評価します。また、学年の成績は、上記の観点
から評価した各学期の成績の平均とし、５段階法
でも評定します。

知識　・　技能　

　生活を主体的に営むために必要な人の一生と
家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境な
どの基礎的なことについて理解しているととも
に、それらに係わる技能を身に付けている。

思考  ・  判断  ・  表現

　生涯を見通して、家族や地域及び社会におけ
る生活の中から問題を見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付けている。

主体的に学習に取り組む態度

◎

期末考査（11/26～12/2）

備　　　　考

･人の一生と家族･家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営むた
めに必要な基礎的な理解を図るととに、それらに
係わる技能を身に付けるようにする。

・家庭や地域及び社会における生活の中から問
題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなど、生涯を見通して課
題を解決する力を養う。

・様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分
や家族、地域の生活の充実向上を図ろうとする
実践的な態度を養う。

評　価　の　観　点

◎調理実習３　

○

中間考査（10/6～10/9）

学年末考査４・５年(2/22～2/28)

第１１章　これからの生活を創造する

６　食生活の文化と知恵

1　食品の選択　　　２　食品の保存と加工　　　　　　　　　　　　　

１　栄養と栄養素　　２　炭水化物　　３　脂質　　　

４　たんぱく質　　５　無機質　　　　　６　ビタミン

１　日本の食文化　２　世界の食文化

１　私たちの生活と福祉・社会保障　　２　共に生きる

ホームプロジェクトを実践する

２　高齢期の心身の特徴

４　生活文化と被服　　５　持続可能な衣生活

１　住居の機能　　　　２　安全で快適な住生活の計画　

３　毎日の生活を持続可能にする

4

5

夏季休業日(7/18～8/26)

第１章　生涯を見通す

6

第５章　共に生き、共に支える

8

9

12

11

１　大量消費社会の限界　２　持続可能な世界に向けて

ホームプロジェクト発表

１　被服の機能　　　２　被服材料の性能　　

１　青年期の食生活の課題　　２　「食べる」とは　　3　食生活の課題　　　 ４　食生活の変化

３　被服を管理する

調理実習１



愛媛県立宇和島南中等教育学校（後期課程用）

４章　和服の製作

　　　　　　　　　　　　　　６．縫製の基礎（基礎縫いを利用した小物づくり）

２節　衣服素材の性能と選択　　　２．衣服材料の選択

１節　制作の基礎　　　２．製作のための用具　　３．採寸

　　　　　　　　　　　　　　4．パターン（型紙）の種類と利用　　５．布地の性質を扱い方

２節　製作例　　　　　３．パンツの製作　

３節　着装　　　　　１．洋服の着装　　

1節　製作の基礎

２節　製作例　　１．長着の製作　

２章　衣服の素材　

３章　洋服の制作

４章　和服の製作

　　　　　　　　　２．和服の種類と用途

2

２節　立体構成衣服と平面構成衣服

家庭学習

３節　着装　　１．和服の着装

備　　　　考

3

学年末考査４・５年(2/22～2/28)

○

○

○ ◎ 評　　価　　方　　法

○ 　学習の状況は、「知識・技術」、「思考･判断･表
現」、「主体的に取り組む態度」の３つの観点で評
価します。具体的には、おもに「出席」、「授業（実
習）態度・取り組み方」、「提出物（レポートやノー
ト）」「作品」により評価します。また学年の成績
は、上記の観点から評価した各学期の成績の平
均とし、５段階法でも評定します。

冬
季

冬季休業日(12/19～1/7)

1

三

学

期

残り布を使って新しいものをつくろう、小物製作

○

○ ◎

主体的に学習に取り組む態度

12

・衣生活の充実を目指して自ら学び、ファッション
の造形に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

◎

11

○

期末考査（11/26～12/2）

○

○

◎ 思考  ・  判断  ・  表現

○
・衣服製作やデザインに関する課題を発見し、
ファッションの造形を担う職業人として合理的か
つ創造的に解決する力を養う。

10

中間考査（10/6～10/9）

◎ ○

○

３章　洋服の制作 ◎ ○ 　衣服の構成、衣服材料の種類や特徴、衣服製
作などについて、体系的・系統的に理解するとと
もに、関連する技術を身に付けるようにする。◎　　　　　　　　　　　　２．着装の工夫ーコーディネートー

評　価　の　観　点

○ 知識　・　技能　

○ ◎

○

二
　
　
学
　
　
期

◎ ○

9

6

○ ◎

夏
　
季

夏季休業日(7/18～8/26)

8

7

◎ ○

期末考査（6/26～7/2）

・被服の構成、被服材料の種類や特徴など被服
製作に関する知識と技術を習得することができ
る。
・ファッション造形の基礎的な能力と態度を身に
付ける。

○ 学　習　の　到　達　目　標

◎ ○

○

◎ ○

◎ 授　業　の　概　要

◎ ○

○ ◎

オリエンテーション  １節　人体と衣服

○ 　ファッション造形基礎では、被服の構成を理解
し、被服材料の種類や特徴など被服製作に関す
る知識と技術の習得を目指します。

○ ◎

中間考査（5/19～5/22）

一

学

期

4

１章　衣服の構成 ○

○ ◎

5

学
期

月
指　　導　　計　　画 評価の観点

授業の概要・学習の到達目標・評価の観点等
単　　元 内　　容 知 思 主

単
位
数

2 単位

教科書名 ファッション造形基礎 出版社名 実教出版

令和８年度
シ　　　　ラ　　　　バ　　　　ス

教
科

家庭 科
目

ファッション造形基礎
学
年

６ 年 類
型

文科系



愛媛県立宇和島南中等教育学校（後期課程用）

備　　　　考

3

学年末考査４・５年(2/22～2/28)

2

家庭学習

３　供応食・行事食 ○ ◎

学習のまとめ ◎ ○

○ ◎ 評　　価　　方　　法

                                 「調理実習」 ◎ ○ 　学習の状況は、「知識・技術」、「思考･判断･表
現」、「主体的に取り組む態度」の３つの観点で評
価します。具体的には、おもに「出席」、「授業（実
習）態度・取り組み方」、「提出物（レポートやノー
ト）」により評価します。また、学年の成績は、上
記の観点から評価した各学期の成績の平均と
し、5段階法でも評定します。

冬
季

冬季休業日(12/19～1/7)

1

三

学

期

第６章　フードデザイン実習 １節　献立作成 　１  日常食の献立を考える際の留意点　 ２  日常食の献立作成

◎

                               「調理実習」 ◎ ○

主体的に学習に取り組む態度

12

　人々の健康の保持増進と健全な食生活の実現
を図るために、進んで学ぶ姿勢を持ちつつ、食材
を適切に選択し作るところから食べるとこまでを
総合的に捉えて、主体的に計画・実践することが
できる。また、習得した知識や技術を家庭や地域
で積極的に活用することにより、食育の推進に他
と協働して取り組むことができる。

正月料理 ○

◎ ○

期末考査（11/26～12/2）

11

                                「調理実習」 ○

第７章　食育 １節　食育の意義と推進活動 ◎

思考  ・  判断  ・  表現

３節　食事摂取基準と食事計画 ○ ◎ 　多面的に食生活の現状を捉えて思考を深め、
食生活の充実向上を目指して自ら課題を発見す
るとともに、家庭や地域の実情に合わせてより豊
かな食生活を創造することによって、課題を解決
できる。○

                                「調理実習」

◎

                                「調理実習」 ◎ ○

○

10

中間考査（10/6～10/9）

２節　ライフステージと栄養 ○

第２章　栄養素のはたらきと食事計画 １節　栄養素のはたらき ◎ ○ 　栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディネー
トなど、フードデザインに必要な要素を相互に関
連付けて理解し、実践できる技術を習得してい
る。

                                「調理実習」 ◎

評　価　の　観　点

                                「調理実習」 ◎ ○ 知識　・　技能　

○

２節　テーブルコーディネート　　 ○ ◎

二
　
　
学
　
　
期

第５章　料理様式とテーブルコーディネート１節　料理様式と献立 ○ ◎

9

                                 「調理実習」 ◎

○

夏
　
季

夏季休業日(7/18～8/26)

8

7

４節　食品の衛生と安全 ◎ ○

                                  「調理実習」 ◎

学習の到達目標

期末考査（6/26～7/2）
　　　　　　　　　　　　　　　　「調理実習」 ◎ ○ ・栄養、食品、献立、テーブルコーディネートなど

について体系的・系統的に理解するとともに、関
連する技術を身に付けるようにする。
・食生活の現状から食生活全般に関する課題を
発見し、食生活の充実向上を担う職業人として合
理的かつ創造的に解決する力を養う。
・食生活の充実向上を目指して自ら学び、食生活
の総合的なデザインと食育の推進に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養う。

３節　食品の選択と表示　 ○ ◎
6

２節　食品の生産と流通 ◎

「調理実習」 ◎ ○

中間考査（5/19～5/22）

　　　　　　　　　　　　　　　　「調理実習」 ○ ◎

３節　調味操作 ◎ ○

第３章　食品の特徴・表示・安全 １節　食品の特徴と性質 ○ ◎

２節　調理操作 ○

授　業　の　概　要

２節　食をとりまく現状 　　 ○ ◎ 　フードデザインでは、「食生活と健康」、「食品の
特徴・表示・安全」、「調理の基本」、「料理様式と
テーブルコーディネート」、「フードデザイン実
習」、「食育」などについて学習します。教科書や
資料プリントを用いて、栄養、食品、献立、テーブ
ルコーディネートなどに関する知識と技術を習得
することができるように、授業や実習を進めま
す。

第４章　調理の基本 １節　調理とおいしさ　　　「調理実習」

一

学

期

4

第１章　食生活と健康 １節　食の意義と役割 ○

◎

5

学
期

月
指　　導　　計　　画 評価の観点

授業の概要・学習の到達目標・評価の観点等
単　　元 内　　容 知 思 主

単
位
数

2 単位

教科書名 フードデザイン 出版社名 実教出版

令和８年度
シ　　　　ラ　　　　バ　　　　ス

教
科

家庭 科
目 フードデザイン

学
年

６ 年 類
型

文科系


